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　少雪の冬も過ぎ春となり、早い桜の開花となりました。日頃より富永三千敏の議会活動にご
指導お力添えをいただき心より厚く御礼申しあげます。
　魚沼市役所の事務所の位置を定める条例が平成 28 年第 1回定例会で可決されました。本条
例の可決には議長も含む出席議員の 3分の 2以上の賛成が必要な特別多数議決であります。そ
れだけ重要な議決ということです。このことについては本文中で述べさせていた
だきます。
　また、水の郷工業団地に株式会社ブルボンとホリカフーズ株式会社の２社様の
進出が決まり、第１次造成分の敷地は完売になりました。

平成28年3月9日 第１回定例会「一般質問」
１．所信表明の重点施策について

問　①移住定住コンシェルジュの育成やお試し居
住の事業はどのような仕組で進めていくのか。 
移住交流推進機構やふるさと回帰支援センターを
活用してはどうか。
②移住定住の動機付けのためにお試し居住とセッ
トにして空き農地などを利用する「お試し農業」
を事業化してはどうか。
③市民の健康増進と医療費削減のために、魚沼の
魅力ある「食」を活用する「うおぬま元気で美味
しい健康料理教室」を企画し、事業化してはどう
か。糖尿病のほか高血圧、認知症予防や種目別ス
ポーツの料理教室を企画できないか。

答　①移住定住に関する相談会や交流会の企画作
成や移住者受入の体制づくりや移住定住支援セン
ターの設置のための先進事例の視察を実施し、移
住定住コンシェルジュを育成する。お試し居住の
住居は市営住宅を利用する。ふるさと回帰支援セ
ンターを活用する。
②移住定住の動機付けだけでなく耕作放棄地対策
にも関係するので、法律などの制約を調査したう
えで事業化を検討する。
③食でつながる元気なまちづくり事業にもつなが
る提案であり、同様な料理教室を進めているが、
さらに地産地消の推進や地場産農産物の利用拡大
も期待できる。

２．庁舎再編に伴う職員の新庁舎集約に
　　ついて

問　新庁舎に職員を集約することだけで、市政が
効率よく合理的に進むとは考えにくい。市民のた
めの有効な事業を創出し如何に実施できるかが重
要であり、そのために職員の意識付けや職員研修
をどのように進めていくのか。県の研修の他に国
の講習会、研修会に積極的に職員を派遣するべき
だがどうか。

答　市民の暮らしの向上のため職員の資質向上は
欠かせない。26 年度は延べ約 300 人が研修して
いる。国の講習会等は市町村アカデミーの講習会
に希望者を派遣している。

一般質問



魚沼市新庁舎建設について魚沼市新庁舎建設について
　平成 27 年第 4回定例会で提案された議案第 94 号
「地方自治法（昭和22年法律第67号）第4条第1項の規定に基づき魚沼市役所の位置を次のと
おり定める。
　魚沼市小出島910番地」
が平成 28 年第 1 回定例会の初日 2月 23 日に採決した結果、賛成 14 反対 6 で可決され、新庁舎を建
設することが決定されました。

　採決に際し私は反対しました。理由は前号の活動報告でも書いたとおりです。
　遠い将来には新庁舎建設は必要です。しかし現段階では新庁舎は建設しないで、まだ使える現庁舎
を利用しながら福祉や教育環境の充実、市民サービスの向上と産業の強化支援などを実施して住みた
いまちの実現を図るべきです。
　延長になった合併特例債を利用できるこの機会に新庁舎を建設するべきと判断する根拠が充分でな
い、市民の理解が得られていない、現庁舎の活用方法も議論されていないから ､「市役所の位置を定
める条例」に賛成できませんでした。

　現在の19人の議員からなる庁舎再編整備特別委員会で、新庁舎の建設を前提に調査することになっ
てから後は、合併特例債を使い今建設する場合の建設初期費用、維持管理費、将来負担や財政予測を
もっと詳しく検討するべき、まちづくりの発展性や現庁舎の活用の議論もスタートするべきと訴えて
きましたが、建設が決定するに至りました。

　今後は、位置条例が可決された際の付帯決議 4項目を如何に実現するかが重要です。

１、人口減少問題対策
　①雇用の創出、就業の場の確保　1億 460 万円
　　雇用対策事業、新規就農者援助事業
　　地域産業活性化事業、企業誘致対策事業
　　体験型観光推進事業など

　②結婚 ･出産 ･子育ての支援　　2億 7,655 万円
　　妊産婦医療助成、不妊治療、教育支援など 

２、地域資源の活用
　①食のまちづくりの推進　　　　　6,767 万円
　②地域資源を活かした産業おこし　5,720 万円

３、将来に向けたまちづくりの推進
　①市民参画の推進とコミュニティの充実 ･強化　7,268 万円
　②「魚沼市版コンパクトなまちづくり」の推進　4億 1,860 万円

平成28年度魚沼市予算の概要 一般会計予算　287.1 億円 （前年比10.5 億円 3.5％減）

《３大重点施策》

28 年から 37 年までの 10 年間の第 2次魚沼市総合計画がスタート

１、庁舎建設地の事前調査及び住民説明など事業実施に必要な事項を速やかに実施すること。
２、建設に当たっては「将来を見据えて身の丈に合った庁舎の規模」とすること。
３、起債は、できるだけ将来負担を軽減するよう検討すること。
４、庁舎設計の各段階で市民の意見を聞くこと。

付帯決議

4項目

　3月 27日 ( 日 ) に新庁舎設計者選定プレゼンテーションが公
開され、5チームの発表がありました。選定の結果は 28 日に
発表され、「石本建築事務所・千葉学建築計画事務所設計共同
体」に決定されました。

新庁舎建設の設計者が決定



堀之内庁舎 小出庁舎 湯之谷庁舎 広神庁舎

建 築 年 数 昭和 58 年 6 月 昭和 54 年 7 月 平成 10 年 12 月 昭和 62 年 7 月

構 造 鉄骨鉄筋コン造 鉄骨鉄筋コン造 鉄筋コン造 鉄骨鉄筋コン造

延 床 面 積 2,544m2 2 ,568m2 4 ,975m2 3 ,188m2

職員数(H 2 7年度) 7 7 人 8 0 人 1 6 6 人 6 8 人

職員一人当たり面積 33.0m2 32.1m2 30.0m2 46.9m2

経 過 年 数 3 2 年 3 6 年 1 7 年 2 8 年

耐 用 年 平成 45 年 平成 41 年 平成 60 年 平成 49 年

維 持 管 理 費 9,316 千円 13,607 千円 14,130 千円 8,117 千円

公共施設建設について新庁舎建設に至るまでの経過

平成 月　日 主　催　等 経　　過　　等
14 年 12 月 24 日 合併協議会 小出庁舎を本庁舎とし、合併後 10 年以内に適地に新庁舎を建設することを確認
16 年 11 月  1 日 魚沼市誕生
21 年 5 月 18 日 ( 大平市長 )　 庁舎再編整備基本構想策定プロジェクトチーム結成
22 年 9 月 28 日 ( 議　会 ) 湯之谷庁舎一本化案 否決（賛成 3、反対 19）
23 年 9 月 26 日 ( 議　会 ) 湯之谷本庁舎、広神・堀之内支所庁舎案 否決（賛成 12、反対 10）
26 年 9 月 11 日 ( 市　長 ) 新庁舎建設を表明（延長になった合併特例債利用）
27 年 2 月 ( 市　長 )　 庁舎再編基本構想（案）の市民説明会（6回 6会場開催）

8月 30 日 ( 委員会）※ 1 「市民の意見を聞く会」開催
9月～ 10 月 ( 市　長 ) 庁舎再編基本計画（案）の市民説明会（6回 6会場開催）
10 月  8 日 ( 委員会 ) 現時点での委員の考え方（新庁舎建設と合併特例債利用について）
10 月 16 日 ( 委員会 ) 新庁舎建設を前提として調査とすることを決定
11 月 23 日 (魚沼青年会議所 ) 庁舎討論会「新庁舎はどうあるべきか」
12 月  4 日 ( 市　長 )　 市役所の位置を定める条例案提出（新庁舎建設）
12 月 13 日 ( 市　長 )　 新庁舎建設位置市民説明会（1回 1会場開催）　　
12 月 13 日 ( 市民 ) 新庁舎建設検討市民会議 集会「新庁舎建設は必要ですか」
12 月 14 日 ( 市民会議 ) 新庁舎建設に関する議員と市民の対話集会開催の要望書を議会に提出
12 月 15 日 ( 委員会 ) 市民の多様な意見を聞き、調査するため継続審査動議を出し、可決
12 月 21 日 ( 定例会 ) 継続審査は可決（賛成 11、反対 7）、継続審査の期限付き動議は否決

28 年 1 月 11 日 ( 議員有志 ) 新庁舎建設検討市民会議との意見交換会
2月 14 日 ( 議員有志 ) 庁舎に関する「市民と議員有志の対話集会」

2月 18 日 ( 委員会 ) 継続審査の動議提出、採決の結果否決（賛成 8、反対 11)
位置条例を採決の結果、可決 (賛成 12、反対 7)

2 月 23 日 ( 定例会 ) 位置条例を採決の結果、可決（賛成 14、反対 6）
3月 27 日 ( 魚沼市 ) 新庁舎設計者選定プレゼンテーション（5チームが発表 )
3 月 28 日 ( 魚沼市 ) 設計者の選定結果を発表

※１委員会は庁舎再編整備特別委員会

職員一人当たり面積：玄関や会議室なども含む延床面積を職員数で除したもの

現庁舎の状況



富永三千敏 活動の概略

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

月 日 曜日 内　　　容
　H28

1

22 金 地域おこし協力隊募集イベント参加（ふるさと回帰支援センター）
23 土 市民会議と打合せ
23 土 自民党湯之谷支部新年総会
25 月 三会派会議
27 水 広報編集特別委員会行政視察（所沢市議会）
29 金 湯之谷地区建設業協和会と意見交換
30 土 しんせいクラブ会派会議
31 日 財政講座　受講

2

1 月 財政講座　受講
2 火 コミ協PR部会
3 水 産業建設委員会傍聴
4 木 総務委員会
4 木 三会派会議
6 土 長島忠美を囲む集い
7 日 しんせいクラブ会派会議
7 日 国際雪合戦交流会
9 火 生物多様性講演会（尾瀬R主催）
10 水 地域医療対策特別委員会
10 水 三会派会議
14 日 市民との庁舎問題対話集会
15 月 長岡土地開発公社会議
16 火 コミ協 PR部会会議
16 火 地域おこし協力隊活動報告会
16 火 三会派会議
18 木 三会派会議
18 木 庁舎再編整備特別委員会（庁舎位置条例採択）
19 金 しんせいクラブ会派会議
20 土 コミ協、大湯温泉カーニバル協力
21 日 自民党合同新年会
22 月 しんせいクラブ会派会議
23 火 第 1回定例会初日（庁舎位置条例可決）
24 水 第 1回定例会
25 木 第 1回定例会
25 木 総合計画特別委員会
25 木 全員協議会
27 土 しんせいクラブ会派会議
28 日 講演「川内村の現状と課題」

月 日 曜日 内　　　容

2
29 月 総務委員会
29 月 庁舎再編整備特別委員会
29 月 尾瀬山開き会議

3

1 火 福祉文教委員会
1 火 中原八一講演会役員会
2 水 産業建設委員会
2 水 尾瀬山開き会議
4 金 湯之谷中学校卒業式
5 土 生物多様性報告会
6 日 百八灯雪まつり
7 月 東湯之谷コミュニティ協議会役員会
9 水 第 1回定例会 (一般質問 )
9 水 議会報告会実行委員会
10 木 第 1回定例会 (一般質問 )
11 金 予算審査特別委員会
13 日 皆川ゆうじ春の集い
14 月 予算審査特別委員会
15 火 予算審査特別委員会
16 水 農山漁村体験活動発展研修会
18 金 第 1回定例会 (最終日 )
18 金 全員協議会
21 月 下折立老人クラブ議会報告
22 火 尾瀬ルート活性化委員会　活動報告会
24 木 井口小学校卒業式
27 日 湯之谷地域森林組合総会
27 日 新庁舎設計者選定プレゼンテーション
27 日 中原八一総決起大会
31 木 広報編集特別委員会

4

1 金 細井昭写真展の準備作業協力
3 日 雪合戦会場ゴミ拾い
3 日 下折立自治会総会
5 火 広報編集特別委員会
5 火 東湯之谷コミュニティ協議会役員会
6 水 下折立農家組合総会
7 木 井口小学校入学式
7 木 下折立老人クラブ総会
7 木 湯之谷中学校入学式
12 火 広報編集特別委員会

公共施設建設について
施　設　名 供用開始 経過 合計事業費 建設費 用地費 その他

（設計費等）

新庁舎 H32.4.1 設計者決定
H28.3.28 51.9( 未定 ) 50（未定） （未定） 1.9（未定）

市立小出病院 H27.6.1（新棟）
H28.2.2（西病棟）

病棟供用済み
(解体 · 外構等工事中 ) 56.17 　 48.84 　 5.3 　 2.03 　

斎場 H27.12.15 完成、供用中 13.19 　 10.8 　 0.72 　 1.67 　
井口小学校
（うち児童クラブ分） H29.4.1 建設中 38.76 　

0.83 　
35.14 　
0.82 　

1.95 　 1.67 　
0.01 　

すもんこども園 H28.8 建設中 5.52 　 5.12 　 0.4 　
堀之内小学校
　　　調理室
　　学童施設

H27.9
H27.8

供用済み
供用済み

3.37 　
2.28 　

3.11 　
2.24 　

0.26 　
0.04 　

消防庁舎
消防署（上条出張所）

H26.1
H25.10

供用済み
供用済み

11.93 　
2.16 　

10.57 　
2.06 　

1.06 　 0.3 　
0.1 　

合　計 185.28 　 167.88 　 9.03 　 8.37 　

単位：億円


